『新青年』研究会との四半世紀 by 谷口 基















借りて月例会を行っていた。ここには『新青年』の表紙画で有名な松野一夫画伯から寄贈された『新青年』バックナンバー数十冊が置かれ、自由に閲覧することができた。顧問には埴谷雄高氏の名もあり、会員には作家で中田耕治研究者としても著名な澤名恭一郎氏、フラ ス文学者の江口雄輔氏、当時思想誌『オルガン』の編集者をつとめていた俳人の滝口浩氏、そして浜田雄介氏と、錚々た 知識人が犇めいており、ここでも最年少だった筆者は、勝手の違う雰囲気に気圧され、借りてきた猫 ごとく先輩方の話を拝聴してい と記憶する。
例会報告は、 『新青年』を数年単




















ってテクスト照合を行い、その後はメンバーの部屋 泊まり込んでの校正と編集会議。休日 は『新青年』ゆかりの作家、編集者諸氏を訪ねてお話をうかがい、 合間を縫って解題・
解説を執筆。猛烈に忙しくはあったが、前田ゼミで味わったそれと同質の、無限に続く祭のような高揚感に包まれて、幸福であった。作業が終了してしまうことが惜しくてならず、いつまでも の忙しさが続けばいい、と本気で考えていた。陳腐な表現であることは百も承知でいうならば、あれが筆者の青春そのものであったのだろう。
さて、現在『新青年』研究会は第










成されており、谷崎・乱歩・横溝の順でそれぞれの人生や文学について紹介した。導入と て、入口の小ケースで「日本探偵小説の黎明期」と題し、立教大学からお借りした、 『楊牙児奇獄』や黒岩涙香の『無惨』 幽霊塔』などの書籍で、谷崎はじめ、乱歩ら探偵小説作家たちが影響を受けた作品を紹介した。
そして、第一の展示ケースでは、
谷崎の探偵小説について、弊館所蔵品を中心に紹介した。乱歩が愛読し
「妖しの世界への誘い　　
¦谷崎・乱歩・横溝」展を開催して
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